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（裏面に新しく入った本の紹介を載せています）

芸閣…「うんかく」と読みます。

書庫、書斎という意味です。

（「芸」は書籍に挿む虫除けの香草）

本と親しむ

新年度が始まって、もうすぐ2か月。新
しいクラスにも慣れてきましたか？
勉強、部活等で忙しい毎日だと思います

が、是非、本と親しむ生活を心がけてくだ
さい。本を読むと知識を得られますし、何
より、本から得た感動・体験によって、
きっと成長します！！

『なんだろう なんだろう』ヨシタケシンスケ著

光村図書

「がっこう」ってなんだろう
「たのしい」ってなんだろう
「ふつう」ってなんだろう

なんだろう なんだろう なんだろう・・・・・・

ふだん、見聞きしている色々な言葉も、よく考えてみる
と、疑問だらけ！！ そんな色々な言葉について、著者
独特の感性で説明をしています。絵を見ているだけでも
楽しい♪ 絵本なので、すぐ読めます。手にとってみて
ください。

学校司書おすすめの本



『大学生になるってどういうこと？』鈴木学ほか 著 大月書店

『ウクライナ戦争をどう終わらせるか』東大作 著 岩波書店

『鬼と日本人の歴史』小山聡子 著 岩波書店

『「移民国家」としての日本』宮島喬 著 岩波書店

『さらば、男性政治』三浦まり 著 岩波書店

『日本にレイシズムがあることを知っていますか？』原由利子 著 合同出版

『さらば、男性政治』三浦まり 著 岩波書店

『隣人のあなた 「移民社会」日本でいま起きていること』安田菜津紀 著 岩波書店

『集団に流されず個人として生きるには』森達也 著 筑摩書房

『恋とそれとあと全部』住野よる 著 文藝春秋

『なんとかしなくちゃ。青雲編』恩田陸 著 文藝春秋

『栞と嘘の季節』米澤穂信 著 集英社

『サブスクの子と呼ばれて』山田悠介 著 河出書房新社

『わたしの幸せな結婚』顎木あくみ 著 KADOKAWA

『魔女と過ごした七日間』東野圭吾 著 KADOKAWA

『スクラッチ』歌代朔 著 あかね書房

新しく入った本の紹介

イラスト：イラストAC

『スマホ失明』川本晃司 著 かんき出版

『虹の図鑑』武田康男 著 緑書房

『精神科医が教えるすりへらない心のつくり方』保坂隆 著 大和書房

『宇宙の終わりに何が起こるのか』ケイティ・マック 著 講談社

『「スピン」とは何か』村上洋一 編著 講談社

『大谷翔平から学ぶ成功メソッド』

児玉光雄 著 河出書房新社

日本の小説

社会科学

自然科学

『SDGｓは地理で学べ』

宇野仙 著 筑摩書房

『新・世界の国々１～１０』

帝国書院編集部編 帝国書院

地 理

『15歳の壁 乗り越えた先に見えてくる君の未来』

和田秀樹 著 合同出版

人生訓

スポーツ
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